
文
化
財
の
面
的
な
活
用

　

こ
の
６
月
に
、
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
平
成
31
年
４
月
の
法
施
行

に
向
け
、
指
針
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
改
正
で
、
文
化
財
の
概
念
が
大

き
く
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
文
化
財
と
は
「
指
定
文
化
財
」
の
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

文
化
財
と
は
「
指
定
文
化
財
及
び
未
指
定
文
化

財
」
を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
指
定
さ
れ
た
建
築
物
は
大
切
に
保
存

す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
も
の
（
未
指
定

文
化
財
）
は
不
要
で
あ
る
、
速
や
か
に
壊
し

て
建
て
替
え
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま

で
の
日
本
社
会
の
価
値
観
で
し
た
。
し
か
し
、

指
定
、
未
指
定
を
問
わ
ず
面
的
に
文
化
財
を
保

存
・
活
用
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら

の
日
本
社
会
の
理
念
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
に
、地
方
に
は
多
く
の
空
き
家
が
存
在
し

て
い
て
、そ
の
中
に
は
古
民
家
等
の
歴
史
的
建
築

物
が
一
定
程
度
含
ま
れ
て
い
ま
す
。廃
墟
化
し
た

り
、小
動
物
の
棲
み
家
と
な
っ
て
、負
の
遺
産
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
う
し
た
古
民

家
等
、す
な
わ
ち「
未
指
定
文
化
財
」が
、実
は
地

方
創
生
に
役
立
つ
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。古
民
家
等
を
再
生
し

た
物
件
に
若
者
が
移
住
し
て
起
業
し
、新
し
い
産

業
を
創
出
す
る
動
き
が
全
国
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。神
山
、尾
道
、八
女
、篠
山
な

ど
を
そ
の
先
進
地
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
負
の
遺
産
」
が
「
地
域
資
源
」
に
反
転
す

る
の
で
す
か
ら
、
疲
弊
し
た
地
方
ほ
ど
宝
の

山
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集
落
や
城
下

町
、
小
学
校
区
と
い
っ
た
エ
リ
ア
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
を
設
定
し
て
、
空
き
家
と
な
っ
た
文
化

財
群
を
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
工
房
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施

設
、
福
祉
施
設
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
住
宅
等
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
の
で
す
。
こ
れ

が
、
文
化
財
を
現
在
の
場
所
で
そ
の
ま
ま
活
用

す
る
「
分
散
型
の
エ
リ
ア
開
発
」
と
い
う
新
し

い
事
業
手
法
で
す
。

文
化
と
観
光
と
ま
ち
づ
く
り

　

上
に
述
べ
た
「
分
散
型
の
エ
リ
ア
開
発
」
の

目
的
は
、
地
方
創
生
の
た
め
に
「
人
の
行
き
交

い
」
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
観
光
客
向
け
の
ホ
テ
ル
（
１
泊
〜
数
泊
の

滞
在
）
、
滞
在
者
向
け
の
レ
ジ
デ
ン
ス
（
短
期

〜
中
期
滞
在
）
、
移
住
者
向
け
の
住
宅
（
一
生

の
滞
在
）
ま
で
、
多
様
な
滞
在
機
能
を
地
域
に

埋
め
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
を
再
生
・
活
用
し
た
物
件
は
、ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
手
作
り
で
、唯
一
無
二
の
空
間
、長
い
時
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間
が
造
り
出
し
た
趣
や
風
合
い
を
湛
え
た
空
間

と
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
空
間
を
選
ん
で
出
店

す
る
事
業
者
は
、や
は
り「
手
作
り
」「
風
合
い
」を

大
切
に
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、伝
統
工
芸
や
ア
ー
ト
の
工
房
、ユ
ニ
ー
ク

な
ホ
テ
ル（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
）、I
T
企
業
や
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
な
ど

で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材

（
し
っ
か
り
と
し
た
技
術
と
プ
ロ
の
魂
を
持
っ

た
現
在
の
職
人
た
ち
）
が
地
域
に
入
り
込
ん
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
材
に
よ
っ
て
、
地
域

の
文
化
財
と
と
も
に
、
地
域
の
食
文
化
、
生
活

文
化
が
一
体
的
に
再
生
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
観
光
客
は
そ
の
「
文
化
」
の
総
体
（
生
活

様
式
）
を
楽
し
む
た
め
に
地
域
を
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

地
域
に
小
さ
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
内
発
型
の

小
さ
な
産
業
（
食
文
化
産
業
、
ク
ラ
フ
ト
産

業
、
観
光
産
業
）
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
に
大
工
、
左
官
、
屋
根
、
畳
、
建
具
、
機

械
、
設
備
な
ど
の
仕
事
が
生
ま
れ
、
修
復
産
業

が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
再
生
・
活
用
さ
れ
た
文
化
財
の
一
定
の

集
積
が
達
成
さ
れ
、こ
れ
ら
の
一
体
的
な
運
営
が

実
現
す
る
と
、そ
の
地
域
が
分
散
型
ホ
テ
ル
と
し

て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。各
施
設
が

連
携
し
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開

催
も
可
能
、町
並
み
を
活
用
し
た
音
楽
祭
、ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、マ
ル
シ
ェ
等
の
事
業
も
よ
り

楽
し
く
演
出
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。商

業
機
能
の
充
実
は
、地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
豊

か
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

篠
山
に
お
け
る
事
例

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
「
文
化
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
の
理
論
に
基
づ
い
て
、
兵
庫
県
篠
山
市
で

実
施
し
た
分
散
型
エ
リ
ア
開
発
の
事
例
を
以
下

に
紹
介
し
ま
す
。

１ 

集
落
丸
山

　

平
成
20
年
秋
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き

出
し
た
と
き
、丸
山

地
区
は
全
12
戸
の
う

ち
７
戸
が
空
き
家
の

い
わ
ゆ
る「
限
界
集

落
」で
し
た
。ま
ず
、

５
世
帯
19
人
の
住
民

と
半
年
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て

集
落
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
検
討
。そ
の
結
果
、空
き
家
７
戸
の
う
ち
３

戸
の
空
き
家
を
改
修
し
て
ホ
テ
ル
を
開
業
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。総
事
業
費
約
７
千
万
円
の

う
ち
、約
１
／
２
が
国
土
交
通
省
補
助
金
、残
り

を
銀
行
融
資
等
で
資
金
調
達
し
ま
し
た
。

　

一
棟
貸
し
で
６
万
円
前
後
（
朝
食
付
き
）
の

「
農
家
民
宿
」
３
棟
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
平
成
21

年
10
月
に
開
業
。
集
落
住
民
全
員
で
「
N
P
O

法
人
集
落
丸
山
」
を
設
立
し
た
う
え
で
、
こ
の

N
P
O
と
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
L
L
P

（
有
限
責
任
事
業
組
合
）
を
設
立
し
、
10
年

間
を
期
限
と
す
る
宿
泊
事
業
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
N
P
O
法
人
集
落
丸
山
は
「
宿
の
運
営
」

を
担
当
、
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
「
建
物
改

修
」
「
資
金
調
達
」
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

開
業
か
ら
間
も
な
く
９
年
が
経
過
し
、既
に

銀
行
か
ら
の
借
入
金
は
完
済
し
て
い
ま
す
。平
成

24
年
に
は
、こ
の
３
戸
の
う
ち
１
戸
に
１
家
族
４

人
が
U
タ
ー
ン
し
て
６
世
帯
23
人
に
、平
成
29
年

に
は
、さ
ら
に
１
戸
の
空
き
家
を
改
修
、里
山
フ

レ
ン
チ「
ひ
わ
の
蔵
」の
シ
ェ
フ
と
ス
タ
ッ
フ
が
移

住
し
て
７
戸
26
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
は
集
落
の
農
地
の
約
半
分
が
耕 集落丸山

22018.10



作
放
棄
地
で
し
た
が
、
京
阪
神
か
ら
作
付
け
管

理
に
通
う
黒
豆
畑
が
次
第
に
増
殖
、
ま
た
自
然

農
の
若
者
が
入
植
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平

成
27
年
秋
、
耕
作
放
棄
地
は
完
全
に
解
消
し
ま

し
た
。
最
近
で
は
開
墾
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
里
山
再

生
も
順
次
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
平
成
31
年
秋
か
ら
始
ま
る
次
の
10

年
（
第
２
期
事
業
）
に
向
け
、
残
る
２
棟
の

空
き
家
の
活
用
を
検
討
中
で
あ
り
、
Ｉ
タ
ー

ン
受
け
入
れ
に
よ
る
集
落
の
人
口
増
と
労
働
力

強
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
の
た
め
の
体
制
整

備
、
稼
働
率
目
標
の
引
き
上
げ
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
集
落
丸
山
は
、

９
戸
30
人
の
住
宅
と
３
戸
の
宿
泊
棟
（
計
12

戸
）
と
い
う
完
全
再
生
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

２ 

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A

　

私
た
ち
は
、
平

成
21
年
頃
か
ら
、

限
界
化
が
進
む
城
下

町
を
「
ひ
と
つ
の
ホ

テ
ル
」
に
見
立
て

て
、
転
売
方
式
や
サ

ブ
リ
ー
ス
方
式
に
よ

り
、
順
次
、
空
き
家

に
な
っ
た
町
家
や
武

家
屋
敷
を
再
生
・
活

用
し
、
カ
フ
ェ
、
工
房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
空
間
と
し
て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
旅
館
業

法
の
規
制
緩
和
（
玄
関
帳
場
設
置
義
務
の
緩

和
）
と
地
域
観
光
活
性
化
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド

の
出
融
資
を
受
け
、
平
成
27
年
10
月
に
、
４

物
件
で
11
室
の
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
開
業
を

実
現
し
ま
し
た
。
施
設
運
営
は
、
大
阪
、
京

都
、
神
戸
な
ど
で
も
文
化
財
の
運
営
（
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
な
ど
）
を
手
が
け
る

「
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
」
が

担
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
８
月
に
は
１
物
件
１
室
、
平
成

30
年
８
月
に
は
２
物
件
３
室
が
開
業
、
現
在

は
７
物
件
15
室
の
分
散
型
ホ
テ
ル
営
業
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
増
室
の
計
画
が
進
ん

で
い
ま
す
。

篠山城下町ホテルNIPPONIA ONAE棟
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